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   Ｃ０７Ｆ   3/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   3/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ  15/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ  15/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ   53/34     １３５Ｚ
   Ｂ０１Ｄ   53/26     １０１Ｃ
   Ｂ０１Ｊ   20/22     ＺＡＢＡ
   Ｂ０１Ｊ   20/34     　　　Ｈ
   Ｂ０１Ｊ   20/34     　　　Ｆ
   Ｃ０１Ｂ   31/20     　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｃ   65/03     　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｆ    3/02     　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｆ    3/06     　　　　
   Ｃ０７Ｆ   15/04     　　　　
   Ｃ０７Ｆ   15/06     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年10月7日(2015.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＣＯ2捕捉材を使用して、ＣＯ2含有ガスからのＣＯ2を分離回収するＣＯ2分離回収方法
において、前記ＣＯ2捕捉材が有機分子を含む化合物を有し、前記ＣＯ2捕捉材を充填した
ＣＯ2捕捉材容器に前記ＣＯ2含有ガスを流通させてＣＯ2を捕捉させる工程と、前記ＣＯ2

捕捉材を加熱してＣＯ2を脱離させて回収する工程と、前記ＣＯ2捕捉材を冷却する工程を
含み、ＣＯ2を捕捉する工程の前に、前記ＣＯ2含有ガスの水蒸気濃度を低減させる工程を
有し、前記ＣＯ2を捕捉させる工程は、水蒸気濃度を低減させた後の前記ＣＯ2含有ガスを
前記ＣＯ2捕捉材容器に流通させることでＣＯ2を除去することを特徴とするＣＯ2分離回
収方法。
【請求項２】
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　請求項１に記載のＣＯ2分離回収方法において、前記ＣＯ2含有ガスの水蒸気濃度を低減
させる工程は、ＣＯ2含有ガスの水蒸気濃度を３体積％以下に低減させることを特徴とす
るＣＯ2分離回収方法。
【請求項３】
　請求項１に記載のＣＯ2分離回収方法において、前記ＣＯ2捕捉材が、カルボキシル基及
びヒドロキシル基を含む芳香族有機分子と、Ｚｎ、Ｎｉ、Ｍｇ、及びＣｏの中から選ばれ
る少なくとも一種類の金属を含有する多孔性錯体を有することを特徴とするＣＯ2分離回
収方法。
【請求項４】
　請求項１に記載のＣＯ2分離回収方法において、前記ＣＯ2含有ガスの水蒸気濃度を低減
させる工程は、水蒸気を捕捉する水蒸気捕捉材を充填した水蒸気捕捉材容器に水蒸気含有
ガスを流通させて水蒸気を捕捉する工程と、前記水蒸気捕捉材を加熱することで捕捉した
水蒸気を脱離させる工程と、前記水蒸気捕捉材を冷却する工程を含むことを特徴とするＣ
Ｏ2分離回収方法。
【請求項５】
　請求項４に記載のＣＯ2分離回収方法において、前記ＣＯ2捕捉材又は前記水蒸気捕捉材
を加熱する工程において、加熱用の熱媒を前記ＣＯ2捕捉材又は前記水蒸気捕捉材に直接
接触させることを特徴とするＣＯ2分離回収方法。
【請求項６】
　請求項５に記載のＣＯ2分離回収方法において、前記加熱用の熱媒が加熱工程において
回収したＣＯ2含有ガスであることを特徴とするＣＯ2分離回収方法。
【請求項７】
　請求項４に記載のＣＯ2分離回収方法において、前記ＣＯ2捕捉材容器内又は前記水蒸気
捕捉材容器内に伝熱管を備え、前記ＣＯ2捕捉材又は前記水蒸気捕捉材を加熱する工程に
おいて、前記伝熱管に加熱用の熱媒を流通させることを特徴とするＣＯ2分離回収方法。
【請求項８】
　請求項５に記載のＣＯ2分離回収方法において、前記加熱用の熱媒がボイラなどから排
出される燃焼排ガス、もしくはボイラなどで加熱して気化させた水蒸気であることを特徴
とするＣＯ2分離回収方法。
【請求項９】
　請求項４に記載のＣＯ2分離回収装置において、前記ＣＯ2捕捉材又は前記水蒸気捕捉材
を冷却させる工程において、低温の冷媒をＣＯ2捕捉材又は前記水蒸気捕捉材に直接接触
させることを特徴とするＣＯ2分離回収方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載のＣＯ2分離回収方法において、前記低温の冷媒が、ＣＯ2を捕捉する工
程で前記ＣＯ2捕捉材容器から排出されたガスであることを特徴とするＣＯ2分離回収方法
。
【請求項１１】
　請求項４に記載のＣＯ2分離回収方法において、前記ＣＯ2捕捉材容器内又は前記水蒸気
捕捉材容器内に伝熱管を備え、前記ＣＯ2捕捉材又は前記水蒸気捕捉材を冷却する工程で
は低温の冷媒を前記伝熱管に流通させることを特徴とするＣＯ2分離回収方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のＣＯ2分離回収方法において、前記低温の冷媒が空気、または液相
の水である事を特徴とするＣＯ2分離回収方法。
【請求項１３】
　請求項４のいずれかに記載のＣＯ2分離・回収方法において、前記水蒸気捕捉材を加熱
する工程で排出されたガスを、前記ＣＯ2捕捉材容器内部に備えた伝熱管に流通させるこ
とでＣＯ2捕捉材を加熱することを特徴とするＣＯ2分離回収方法。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれか一項に記載のＣＯ2分離回収方法において、前記ＣＯ2含有ガ
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スが石炭焚きボイラ、セメント製造プラント、製鉄所のいずれかの排ガスであることを特
徴とするＣＯ2分離回収方法。
【請求項１５】
　ＣＯ2含有ガスの水蒸気濃度を低減させる水蒸気除去装置と、
　有機分子を含む化合物を有するＣＯ2捕捉材を充填したＣＯ2捕捉材容器を有し、
　前記水蒸気除去装置を通ったＣＯ2含有ガスを前記ＣＯ2捕捉材容器へ流通させる配管を
有することを特徴とするＣＯ2分離回収装置。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のＣＯ2分離回収装置において、前記ＣＯ2捕捉材容器へ加熱用ガス及
び冷却用ガスを供給する配管を有することを特徴とするＣＯ2分離回収装置。
【請求項１７】
　請求項１５に記載のＣＯ2分離回収装置において、前記水蒸気除去装置へ加熱用ガス及
び冷却用ガスを供給する配管を有することを特徴とするＣＯ2分離回収装置。
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